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「
わ
ら
じ
で
歩
こ
う
坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道
」

は
今
年
で
十
五
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
回
の

龍
馬
役
は
、
外
国
人
と
し
て
初
め
て
、
河
辺
村

英
語
指
導
助
手
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
力
ヌ
エ
ル
氏

が
挑
戦
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
紋
付
袴
で
し
た

が
、
"
青
い
瞳
の
サ
ム
ラ
イ

“
は
見
事
に
龍
馬

役
と
し
て
脱
藩
の
道
を
完
全
踏
破
し
た
だ
け
で

な
く
、
表
題
の
言
葉
で
県
内
の
英
語
指
導
助
手

に
参
加
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、
非
常
に
積
極
的

な
協
力
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
年
の
六
月
に
は
、『
愛
媛
県
ウ
ォ
l
キ
ン

グ
協
会
』
が
、
「
脱
藩
の
道
保
存
会
」
を
含
む

四
団
体
に
よ
り
設
立
さ
れ
て
お
り
、
龍
馬
フ
ァ

ン
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ァ
ン
合
わ
せ
て
二
八
八

名
の
参
加
者
が
集
ま
リ
ま
し
た
。

心
配
さ
れ
て
い
た
天
候
も
見
事
な
快
晴
と
な

リ
、
気
持
ち
の
い
い
汗
を
た
っ
ぷ
り
と
か
い
た

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
と
て
も
満
足
を
し
た
表

情
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
会
場
で
は
、
河
辺
郵
便
局
が
記
念
ハ
ガ

キ
の
販
売
を
、
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
が
特
産
品

の
販
売
を
行
っ
て
お
り
、
そ
ち
ら
の
方
も
大
盛

況
で
し
た
。

来
年
も
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
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今年もたくさんの参加者が
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村
議
会
九
月
定
鋼
会
お
わ
る

九
月
補
正
予
算

fミ

平
成
十
五
年
第
三
回
河
辺
村
議

会
定
例
会
が
、
全
議
員
出
席
の
も

と
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

山
本
雅
久
、
梅
木
良
照
、
梅
木

加
津
子
議
員
の
一
般
質
問
に
引
き

続
き
、
報
告
一
件
の
承
認
、
条
例

の
一
部
改
正
、
村
道
路
線
の
廃
止
、

認
定
等
の
議
案
五
件
、
十
五
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
二
号
)

一
億
九
百
六
四
万
六
千
円
(
累
計

一
八
億
六
千
六
百
六
万
七
千
円
)
、

十
五
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算
七

十
六
万
七
千
円
(
累
計
七
億
三
千

百
七
六
万
円
)
の
議
案
五
件
が
原

案
の
と
お
り
可
決
。

十
四
年
度
一
般
会
計
決
算
並
び

に
特
別
会
計
決
算
六
件
が
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
河
辺
村
教
育
委
員
会

委
員
に
本
田
八
千
代
氏
(
五
七

歳
)
リ
北
平
H

の
再
任
に
同
意
。

意
見
書
第
四
号
「
朝
鮮
民
主
主
義

人
民
共
和
国
(
北
朝
鮮
)
に
よ
る

愛
媛
県
人
粒
致
疑
惑
者
の
真
相
を

究
明
す
る
意
見
書
」
が
採
択
に
な

h
リ
土
品

7

レ
み
~
。
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一
般
会
計

特
別
会
計

一O
九、

一
般
質
問
(
抜
粋
)

山
本

雅
久

議
員

O
財
政
調
整
基
金
の
運
用
に
つ
い

て
(
村
長
答
弁
)

平
成
十
四
年
度
末
現
在
、
基
金

の
数
は
十
あ
り
、
金
額
は
、
合
計

で
十
四
億
五
千
四
百
十
万
四
千
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
う
ち

一
般
財
政
調
整
基
金
は
、
五
億
二

千
四
百
三
五
万
五
千
円
で
す
。
こ

の
基
金
の
取
り
扱
い
に
つ
き
ま
し

て
は
、
大
洲
喜
多
合
併
協
議
会
の

協
議
で
、
「
四
市
町
村
の
所
有
す

る
財
産
及
び
債
務
は
、
す
べ
て
新

市
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。
」

と
認
識
さ
れ
て
い
る
事
項
で
あ
り

ま
す
が
、
市
町
村
長
会
で
も
合
併

ま
で
の
基
金
は
弾
力
的
運
用
す
べ

き
と
の
声
も
多
く
出
て
お
り
ま
す
。

大
西
六
千
円

七
六
七
千
円

⑪
 

山
本
議
員
さ
ん
の
申
さ
れ
ま
す

「
村
が
積
み
立
て
た
各
種
の
基
金

は
、
河
辺
住
民
の
思
恵
に
浴
す
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

言
わ
れ
ま
す
こ
と
は
、
私
も
真
に

そ
の
と
お
り
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。
基
金
に
は
、
目
的
基

金
も
あ
り
ま
す
が
、
一
般
財
政
調

整
基
金
な
ど
は
、
特
に
そ
の
領
域

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

品
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小
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梅
木

良
日召

議
員

O
市
町
村
合
併
に
伴
う
支
所
機
能

の
充
実
に
つ
い
て

(
村
長
答
弁
)

議
会
の
特
別
委
員
会
で
も
協
議

し
て
い
た
だ
き
、
河
辺
村
と
致
し

ま
し
て
は
、
総
合
支
所
方
式
を
選

択
し
、
も
し
本
庁
方
式
に
な
っ
て

も
支
所
の
充
実
を
要
望
し
て
お
り

ま
し
た
。
ま
だ
協
議
案
件
と
し
て

提
出
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

「
新
市
の
事
務
所
の
位
置
等
検
討

小
委
員
会
」
に
お
き
ま
し
て
は
、

「
新
市
の
事
務
方
式
は
、
本
庁
方

式
と
す
る
。
現
在
の
長
浜
町
、
肱

川
町
、
河
辺
村
の
役
場
の
位
置
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
支
所
を
宣
く
も
の
と

し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招

か
な
い
よ
う
に
支
所
機
能
の
充
実

に
つ
と
め
る
。
」
と
し
て
、
ほ
ぼ

決
定
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
何
も
か
も
本
庁
で
、
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
低

下
を
招
か
な
い
た
め
に
は
、
住
民

福
祉
の
担
当
部
門
、
地
域
振
興
対

策
部
門
の
機
能
は
絶
対
必
要
と
考

え
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し

て
は
今
後
も
常
に
主
張
し
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

梅
木
加
津
子

議
員

。
地
域
防
災
無
線
に
つ
い
て

(
村
長
答
弁
)

国
費
で
あ
る
山
振
事
業
で
平
成

十
五
年
、
十
六
年
の
二
カ
年
で
の

整
備
計
画
を
し
て
お
り
、
平
成
十

六
年
十
二
月
に
運
用
開
始
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。
日
常
的
な
運
用

と
し
て
は
行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ

を
中
心
と
し
た
運
用
を
考
え
て
お

り
ま
す
。

合
併
後
は
、
整
備
済
み
の
施
設

を
本
庁
と
回
線
で
結
び
、
必
要
な

情
報
を
伝
達
す
る
予
定
で
、
詳
細

に
つ
い
て
は
分
科
会
等
で
検
討
中

で
あ
り
ま
す
。

現
在
の
、
オ
フ
ト

l
ク
通
信
に

つ
い
て
は
、
防
災
無
糠
施
設
が
整

備
さ
れ
れ
ば
廃
止
致
し
ま
す
。
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平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
五
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
、
村
に
お
金
が
い
く
ら
入
り
、

ど
う
使
わ
れ
た
か
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。目

地方交付税
1，049，356 
(49.6%) 

国庫支出金
159，541 (7.5%) 

県支出金
258，573 (12.2%) 

村憤
307，500 (14.5%) "イ日

区分 前年産末現在高 年度中増減額年度末現在高

|一般会計財政調整基金 504，355 20，000 
開発基金 64，000 64，000 

間保事業勘定財調基金 65，000 65，000 
i威 債 基 金 260，000 182 260，，11080 2 
よ由 域 掃 祉 菩 金 262，100 262 
ふ る さ と 基 金 190，500 .6.9，900 180，600 
国民年金印紙購入基金 4，400 企4，400 。
修学生保護者貸付基金 36，500 1，000 37，500 
農林業振興資金基金 39，000 39，000 
ふるさと・水と土保全基金 10，208 7 

h.4~日011!21150150 2 4 中山間地域活性化推進基金 4，202 企4，202

介護給付費準備基金 11，152 
A ロ 言十 1，440，265 13，839 

(単位.千円)

会計別 歳入額 歳出額 差引残額
ヤ一一一ー

般 主アー主ら 言十 2，115，203 2，041，903 73，300 

国民健康保険事業会計 178，131 177，210 921 

特!閏比健康保険施設会計 98，267 100，060 .6.1，793 

別老人保健会計 261，212 259，531 1，681 
Z31 』 簡易水道事業会計 33，944 30，215 3，729 

計 介護保険事業会計 113，228 112，117 1，111 

i居宅介護サービス事業主計 5，610 5，404 206 

各会計の財政収支の状況
(単位:千円)

況状の金基

公債費の状況

)内は13年度)

事 項 適正水準 大丈夫 〉王 意 財政硬直化

公 {責 費 上じ 率 15%以トが望ましい 18.5 (16.0) 

同|財~ f資政 制限比率 15-20%要注意 12.6 (10.7) 

力指数 大きいほど財政力が強 0.091 (0.087) 

経常収支比率 70-80%が望ましい 89.7 (86.3) 

(平成14年度版指標でみる財政事情

*
公
債
費
比
率
と
は
、

公
債
費
は
、
借
金
の
返
済
金
で
、
一

般
財
源
に
占
め
る
割
合
を
公
債
費
比
率

と
い
い
ま
す
。
毎
年
の
償
還
金
が
村
の

財
政
を
圧
迫
し
て
い
な
い
か
示
し
て
い

ま
す
。

*
起
債
制
限
比
率
と
は
、

市
町
村
の
規
模
に
ふ
さ
わ
し
い
標
準

的
な
一
般
財
源
の
割
合
を
「
標
準
財
政

規
模
」
と
い
い
、
こ
れ
に
対
す
る
公
債

費
の
割
合
を
「
起
債
制
限
比
率
」
と
い

い
ま
す
の
こ
の
数
値
が
て
十
%
を
超
え

る
と
、
村
債
(
村
の
借
金
)
の
借
入
が

制
限
さ
れ
ま
す
。

*
財
政
力
指
数
と
は
、

必
要
と
す
る
一
般
財
源
に
対
し
て
、

制
度
上
現
実
に
収
入
さ
れ
得
る
税
収
入

等
ど
れ
だ
け
あ
る
か
示
し
た
も
の
で

す
。
指
数
が
一
以
下
の
地
方
公
共
団
体

に
あ
っ
て
は
、
一
に
近
い
ほ
ど
財
源
に

余
裕
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

*
経
常
収
支
比
率
と
は
、

財
政
構
造
の
弾
力
性
(
余
裕
)
を
一
ぶ

す
も
の
。
使
い
道
が
自
由
な
経
常
一
一
般

財
源
(
村
税
や
地
方
実
付
税
)
を
毎
年

必
ず
克
払
う
経
費
「
経
常
的
経
費
」
に

充
て
る
割
合
で
、
比
率
が
低
い
ほ
ど
村

の
資
金
に
余
裕
が
あ
り
村
の
事
業
が
実

施
で
き
ま
す
。
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今
年
の
「
か
わ
べ
ふ
る
さ

と
祭
り
」
は
、
犬
雨
に
よ
り

河
辺
中
学
校
体
育
館
に
会
場

を
移
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
変
更
の
た
め
に
河
辺

音
頭
と
花
火
が
実
施
出
来
な

く
な
っ
て
し
ま
い
、
残
念
な

思
い
を
さ
れ
た
方
が
多
か
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
く

さ
ん
の
点
に
ご
来
場
い
た
だ

き
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ダ
イ
ナ

ミ
ニ
シ
ョ

1
・
カ
ラ
オ
ケ
大

会
・
も
の
し
り
ク
イ
ズ
・
叶

麗
子
歌
謡
シ
ョ

l
等
、
実
施

す
る
こ
と
の
出
未
た
企
画
を

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た。
今
年
で
二
十
一
回
を
迎
え

る
ふ
る
さ
と
祭
り
で
す
が
、

雨
の
た
め
に
会
場
変
更
を
し

た
の
は
二
回
目
と
い
う
貴
重

な
体
験
で
し
た
。
昨
年
と
今

年
の
二
年
続
け
て
一
向
の
影
響

を
う
け
た
ふ
る
さ
と
祭
り
。

来
年
こ
そ
は
、
晴
天
の
中
ふ

る
さ
と
公
園
で
行
い
た
い
で

す
ね
。

わiJl 第 157号

カラオケ大会入賞者です

ダイナと握手 f

川
辺
郵
便
局
に
人
る
と
、
河
辺

小
学
校
児
童
三
十
三
名
が
作
成
し

た
ア
イ
デ
ア
貯
金
箱
が
目
に
入
り

ま
す
。
こ
れ
ち
三
十
三
個
の
貯
金

箱
の
中
に
は
、
地
以
一
審
査
賞
や
大

洲
郵
便
局
長
賞
を
受
賞
し
た
作
品

も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
楽
し
い
貯
金
箱
な

ら
、
お
金
が
た
く
さ
ん
貯
ま
り
そ

う
で
す
ね
。

十
月
三
十
一
日
ま
で
展
示
し
て

あ
る
予
定
で
す
の
で
、
是
非
ご
覧

下
さ
い
。

E十さんとのテ‘ュヱッ卜

高齢者無料相静
高齢者とそのご家族の心配ごとや悩みごとについてご

相訟をお受けします。相談はすべて無料です。お気瞳に

ご相談下さい。

日十麗子です ヨロシク

[一般相談]

生活全般にわたる問題については、毎週火眼目から

日曜日の午前9時から午後5時まで。

{専門相談]

住宅・介護機器、医療、保健・栄養、土地・家崖、

登記、法律、税金、年金、介護・リハビリ相談につい

ては、各指定曜日の午後1時から4時まで。

法律相談は予約が必要です。

愛媛県高齢者総合相談センター

松山市道後町2-9-14

TEL089-926-0808 
力作揃いです

(月曜休所)
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町
に
敗
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
見
事
準

優
勝
の
栄
冠
を
つ
か

み
、
十
月
五
日
に
八

幡
浜
市
・
保
内
町
で

行
わ
れ
る
、
八
幡
浜

地
方
大
会
へ
の
出
場

権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
選
手

及

び

役

員

の

皆

さ

ん
、
大
変
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。
地
方
大

会
で
も
日
頃
の
練
習

成
果
を
発
揮
さ
れ
、

好
成
績
を
残
さ
れ
ま

す
よ
う
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

わカヨ平成15年9月25日

中学校体育大会にて
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み
な
さ
ん

う
ぞ
よ
ろ
し
く

※
教
育
課

熱戦のスター卜

かたくら たけみち

片倉健充
社会教育指導員
人権・同和教育

「
人
権
の
光
輝
く
地
域
、
つ
く
り
」

の
た
め
に
、
皆
様
方
の
ご
指
導
と

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
河
辺
郵
便
局

長島結晶
(面河局より)

八
月
か
ら
河
辺
局
に
な
り
ま
し

た
。
明
る
く
元
気
に
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

は
じ
め
て
の

バ
l
ス
デ
ィ

うえがわ さや力、

上川 彩楓ちゃん
(帯江)

河
辺
村
の
宝
物

お誕生日おめでとう。¥
毎日たいへんだけど、あなたの笑
顔に救われてま~す I(母より)

量権柔呈ちゃん
(橡奇)

品

よく食べ、よく泣き、よく笑
い。これからも大きく元気に
育って下さい。(父母より)

ふ
る
さ
と
の
昧

お
届
け
し
ま
す
。

河
辺
村
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
連

絡
研
究
会
で
は
、
ふ
る
さ
と
小
包

を
発
送
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

河
辺
の
豊
か
な
自
然
で
育
っ
た

素
朴
な
ふ
る
さ
と
の
昧
を
お
届
け

し
ま
す
。

発
送
の
内
容
は
、
小
一
豆
、
銀
杏
、

そ
ば
粉
、
干
し
ぜ
ん
ま
い
、
切
干

し
大
根
、
干
し
笥
、
ス
ラ
イ
ス
椎

茸
、
番
茶
、
ゆ
ね
り
、
そ
ば
ク
ッ

キ
ー
、
そ
ば
か
り
ん
と
う
、
ウ
ド

の
粕
漬
け
等
で
、
河
辺
の
お
ば
ち

ゃ
ん
の
気
持
ち
が
詰
ま
っ
た
「
ふ

る
さ
と
小
包
」
で
す
。

ど
う
か
各
ご
家
庭
で
ま
た
親

戚
・
知
人
等
へ
の
贈
り
物
等
に
ご

利
用
下
さ
い
。

発
送
十
二
月
十
二
日

価

格

三

、

五

0
0
円

(五
O
個
限
定
)

問
い
合
わ
せ
先

産
業
建
設
課
/

生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
事
務
局

(
O
八
九
三
三
九
l
二
一
一
一
)思い出の昧がつまっています
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河
辺
村
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
成
人
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
の
新
成
人
は
、
昭
和
五

十
八
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十

九
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
十
四
名

で
、
そ
の
う
ち
出
席
者
は
十
一
名

で
し
た
。

式
典
で
は
村
長
が
式
辞
を
述

べ
、
来
賓
の
河
辺
村
議
会
議
長
と

河
辺
村
教
育
委
員
長
よ
り
祝
福
激

励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
新
成
人
を
代
表
し
て
冨
永

宏
美
さ
ん
が
「
努
力
を
積
み
重
ね
、

社
会
の
原
動
力
と
し
て
若
い
力
を

貢
献
し
ま
す
。
」
と
謝
辞
を
述
べ

式
典
を
終
え
ま
し
た
。

式
典
が
終
わ
っ
た
後
に
は
懇
親

会
が
行
わ
れ
新
成
人
一
人
一
人
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
新
成
人
か
ら
現
況
報
告
や
将

来
の
夢
な
ど
様
々
な
事
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
の
懇
親
会
で
し
た
。

新
成
人
の
皆
様
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

二十歳の誓いを胸に

平
成
十
四
年
度
の
河
辺
村

老
人
医
療
費
は
約
六
十
六
万

円
で
す
。

(千円)

760 

740 

720 

700 

680 

前
年
度
に
対
し
て
、
十

一
二
%
の
減
、
一
人
当
た
り
九

万
八
千
円
ほ
ど
減
少
し
て
い

ま
す
。し
か
し
、
県
下
で
み
る
と
、

一
人
当
た
り
医
療
費
は
多
い

方
か
ら
五
十
四
番
目
、
最
も

低
い
城
川
町
と
比
較
す
る
と

約
十
万
円
も
差
が
あ
り
ま
す
。

老
人
医
療
費
は
、
九
割
以

上
が
、
各
医
療
保
険
か
ら
の

拠
出
金
と
国
や
県
、
村
の
公

660 

640 

620 

160.000 '-----"-'-'--'-"'--------'---"-'---'--------'、イ'----------"~----'---__; 600 
' 平成10年度平成11年度平成12年度平成13年度平成14年度

Eユ河辺村老人医療費
一+ー }人あたり医療費

(千円)

320，000 

300，000 

280，000 

260，000 

240，000 

220，000 

200，000 

180，000 

《ヨム呂fElf}J

費
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
推
移
し

て
い
く
と
、
各
医
療
保
険
は

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
り
、
若

年
世
代
の
費
用
負
担
も
増
加

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

お
年
寄
り
一
人
一
人
が
自

分
の
健
康
に
関
心
を
持
ち
、

日
頃
か
ら
健
康
明
つ
く
り
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

年度
平 均

総医療費 (円)
一人あたり医療費

受給者数(人) (年間)(円)

10 381 267，152，706 701，188 

11 392 279，866，482 713，945 

12 400 297，391，910 743，480 

13 409 310，738，337 759，751 

14 420 277，568，362 660，877 
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敬
老
の
式
典
及
び
敬
老
会
が
、

河
辺
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

敬
老
の
式
典
で
は
、
昨
年
九
月

十
六
日
か
ら
一
年
間
に
亡
く
な
ら

れ
た
十
二
名
の
方
々
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
て
黙
祷
を
捧
げ
ま
し

た。
村
長
式
辞
の
あ
と
、
今
年
米
寿

を
迎
え
ら
れ
た
下
大
成
の
名
本
住

加
さ
ん
他
十
四
名
に
対
し
、
県
知

(7) 

事
か
ら
木
杯
、
村
長
か
ら
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
九
十
歳
以
上
の
方
二
十

三
名
に
も
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た。
な
お
、
河
辺
村
の
最
高
齢
者
は

日
除
の
松
下
ヨ
ミ
ヱ
さ
ん
で
、
今

年
百
二
歳
に
な
ら
れ
ま
す
。
今
後

益
々
の
ご
長
寿
を
ご
祈
念
い
た
し

ま
す
。午
後
か
ら
は
、
婦
人
会
に
よ
る

敬
老
会
が
行
わ
れ
、
多
彩
な
演
芸

と
老
人
の
方
々
の
カ
ラ
オ
ケ
等
が

あ
り
、
楽
し
く
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

楽しい演芸で長寿を祈念

O
訪
問
調
査

村
の
職
員
な
ど
が
自
宅
を
訪
問

し
、
心
身
の
状
況
に
つ
い
て
本
人

や
家
族
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
し

ま
す
。
調
査
は
全
国
共
通
の
調
査

票
に
も
と
づ
き
、
基
本
調
査
、
概

況
調
査
、
調
査
員
に
よ
る
特
記
事

項
の
記
入
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

調
査
票
の
結
果
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
処
理
さ
れ
、
ど
の
く
ら
い
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
か
の
指
標
と

な
る
「
要
介
護
状
態
区
分
」
が
一
志

さ
れ
ま
す
。
(
一
次
判
定
)

似誌にちi事保健師です(G明)
生 ~ほほえみは回復薬!---- 墨

〈
調
査
項
目
〉

風
雨
岡
置

・
麻
庫
等
の
有
無
・
関
節
の
動

く
範
囲
の
制
限
の
有
無
・
寝
返

り
・
起
き
上
が
り
・
座
位
保
持
・

両
足
で
の
立
位
保
持
・
歩
行
・
移

乗
・
移
動
・
立
ち
上
が
り
・
片
足

で
の
立
位
保
持
・
洗
身
・
じ
よ
くえん

寸
う
(
床
、
ず
れ
)
等
の
有
無
・
腕

下
・
食
事
摂
取
・
飲
水
・
排
尿
・

排
便
・
清
潔
・
衣
服
着
脱
・
薬
の

内
服
・
金
銭
の
管
理
・
電
話
の
利

用
・
日
常
の
意
思
決
定
・
視
力
・

聴
力
・
意
思
の
伝
達
・
介
護
者
の

指
示
へ
の
反
応
・
記
憶
理
解
・
問

題
行
動
・
過
去
十
四
日
間
に
受
け

た
医
療
・
日
常
生
活
自
立
度

概
況
間
置
幅
同
国
国
一

よ
り
適
正
な
認
定
を
行
う
た
め
に

調
査
項
目
や
一
次
判
定
の
ソ
フ
ト

な
ど
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

O
審
査
・
判
定

訪
問
調
査
の
結
果
に
よ
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
判
定
と
特
記
事
項
、
医

師
の
意
見
書
(
村
の
依
頼
に
よ
り
、

心
身
の
状
況
に
つ
い
て
医
師
が
意

見
書
を
作
成
し
ま
す
。
)
を
も
と

に
、
「
介
護
認
定
審
査
会
」
で
審

査
(
二
次
判
定
)
し
、
ど
の
く
ら

い
の
介
護
が
必
要
か
要
介
護
状
態

区
分
を
判
定
し
ま
す
。

判
定
は
非
該
当
(
自
立
て
要
支

援
、
要
介
護
一
(
J

五
と
な
り
ま
す
。

(
間
合
せ
先
)
役
場
福
祉
課
へ

高脂血症に気をつけましょう!!

健診でコレステロールや中性脂肪が高いと判定され、びっくりし

た方もいらっしゃるのではないて、しょうか?近年、高脂血症の原因

となるコレステ口 jレや中性脂肪の高い人の割合が増えているとい

われます。河辺村においても例外ではありません。高脂血症の怖い

ところは、痛みなどの症状は特になく、放置しておくと、動脈硬化

が進行し、やがて心臓病などの原田になってしまう事にあります。

そうならない為には血液中のコレステロールや中性脂肪を適正に保

つ必要があります。

中性脂肪を増やさない為には、太りすぎ、アルコ jレの飲みすぎ、

糖分のとりすぎに気をつけましょう。

コレステロ ルは、悪者のように言われますが、細胞を作る成分

として、またホルモンやビタミンDなどの原料として大切な役割を

果たしている脂肪の一種て、すO 多すぎず、少なすぎずほどほどに保

つのが、健康の秘訣です。次の事に気をつけましょう。

①ラードやバターなどの動物性脂肪の多い食品をひかえ、植物油を

適度に使用する。

②サパやイワシなどの青背の魚を積極的にとり、血栓を予防する。

③卵は一日一個以内に。

魚の卵(タラコ、スジコなど)や生クリームなどもひかえめに。

④プロセスチーズ、動物の臓物(レバーなど)もひかえめに。

⑤適度な酒は、悪玉コレステロールの増加を抑える。

ただし、飲みすぎは、中性脂肪を増やすので、逆効果。

⑥肥満を避け、禁煙を。肥満や喫煙は善玉コレステロールを減らし

てしまう。

⑦積極的に運動を。運動は、善玉コレステロールを増やし悪玉を減

らす。
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繰
上
げ
支
給
と繰下
げ
支
給

老
齢
基
礎
年
金
は
六
十
五

歳
か
ら
の
支
給
で
す
が
、
六

十
五
歳
に
な
る
前
に
希
望
し

て
請
求
す
れ
ば
、
次
の
表
の

よ
う
に
請
求
時
の
年
齢
に
応

じ
て
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受

け
る
「
繰
上
げ
支
給
」
の
制

度
が
あ
り
ま
す
。

反
対
に
、
六
十
六
歳
以
後

に
希
望
し
て
申
出
れ
ば
、
次

の
表
の
よ
う
に
申
出
時
の
年

齢
に
応
じ
て
増
額
さ
れ
た
年

金
を
受
け
る
「
繰
下
げ
支
給
」

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

fミわカヨ第 157号

事

例「
あ
な
た
の
名
義
の
電
話
回
線

か
ら
使
用
さ
れ
た
有
料

O
O番
組

に
つ
い
て
:
・
」
と
書
か
れ
た
支
払

請
求
通
知
(
ハ
ガ
キ
等
)
が
債
権

回
収
業
者
名
で
届
い
た
。
利
用
し

た
覚
え
は
な
い
が
、
支
払
わ
な
い

と
自
宅
ま
で
回
収
に
来
る
と
書
い

て
あ
る
。

対
処
方
法

・
利
用
し
た
覚
え
が
な
け
れ
ば
、

支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

繰上げ支給

64 63 62 61 60 青求目寺青
歳 歳 歳 歳 歳。。。。。 。コ
カ カ カ カ カ

齢年月 月 月 月 月

九 }¥ }¥ 七 七
率支給四 }¥ ノ、 仁7

弓も % % % % 

繰下げ支給

70 69 68 67 66 時申出
歳 歳 歳 歳 歳。。。。。 。コ
カ カ カ カ カ

年齢月 月 月 月 月

四 。
給率支

五 ノ、 }¥ 

。ノ、 J¥ ~q 
% % 争ら % % 

*申出時の年齢が1カ月増すと支給*請求時の年齢が1カ月増すと支給
率が0.7%増すため、例えば66歳1 率が、0.5%増すため、例えば60歳1
カ月で申出すると支給率は カ月で請求すると支給率は70.5%
109.1 %となります。 となります。
*申出時の年齢か:'70歳1カ月以上のと
きの支給率は142.0%となります。

*
両
制
度
と
も
、
一
度
決
ま
っ
た
支
給
率
は

一
生
変
わ
ら
な
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

-
自
分
か
ら
電
話
を
か
け
る
な
ど

し
て
、
相
手
業
者
に
電
話
番
号

な
ど
の
個
人
情
報
を
知
ら
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

-
も
し
脅
迫
ま
が
い
の
請
求
が
く

る
場
合
は
、
警
察
に
相
談
し
ま

し
ょ
切
っ
。

{
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口
}

河
辺
村
役
場
福
祉
課

E
O
八
九
三
三
九
二
一
一
一

(
内
線
一
五
一
一
一
)

県
民
生
活
課

Eア八
0 よ幡
八「浜

止弱地
に1$T干γ 芯ノJ
L 口局
一一 」ー
四

七
0 
0 

昨
年
の
交
通
事
故
に
よ
る
高
・
全
国
的
に
、
小
さ
な
子
ど
も

齢
者
の
死
者
七
十
二
人
の
う
ち
u

が
誘
拐
さ
れ
る
事
件
が
多
発
し

約
六
十
五
%
の
四
十
七
人
が
交
日
て
い
ま
す
。

通
弱
者
(
歩
行
者
三
十
三
人
、
…
地
域
の
子
ど
も
を
み
ん
な
で

自
転
車
乗
用
中
十
四
人
)
で
あ
…
守
り
ま
し
ょ
う
。

っ
た
が
、
そ
の
内
薄
暮
時
間
帯

を
含
む
夜
間
の
高
齢
死
者
数
は
…

j
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
j

約
五
十
七
%
の
二
十
七
人
と
半
…
お
子
さ
ん
に
教
え
て
く
だ
さ
い

数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
…

0
知
ら
な
い
人
に
は
絶
対
に
つ

し
か
し
、
反
射
材
の
着
用
者
…
い
て
行
か
な
い
。

は
わ
ず
か
一
人
で
ほ
と
ん
ど
活
…

0
知
ら
な
い
人
に
道
を
聞
か
れ

用
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
薄
暮
…
た
ら
、
一
緒
に
行
か
な
い
で
、

時
間
帯
等
に
お
け
る
反
射
材
の
…
そ
の
場
で
教
え
る
。

活
用
を
推
進
し
、
夜
間
の
高
齢
…
・
車
に
は
絶
対
に
乗
ら
な
い

歩
行
者
・
自
転
車
事
故
を
な
く
…
よ
う
に
す
る
。

す
た
め
、
こ
の
運
動
を
強
力
に
…
・
車
に
近
づ
か
な
い
。
(
連
れ

推

進

す

る

も

の

で

す

。

…

込

み

の

防

止

)

。

推

進

期

間

…

0
連
れ
て
行
か
れ
そ
う
に
な
っ

平
成
十
五
年
七
月
一
日
か
ら
…
た
ら
、
大
声
で
助
け
を
求
め
る
。

平
成
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
の
六
カ
月
間

【
配
布
を
受
け
た
反
射
材
は
、

必
ず
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
】

追
放
し
よ
う
暴
走
族

暴
走
族
を
見
た
ら
、

知
っ
た
ら
警
察
へ
!

(
官
二
五
|
一
一
一
一
)

子
ど
も
の
安
全
を
守
ろ
う

ま
し
ょ
う
。
余
裕
が
あ
れ
ば
、

車
の
ナ
ン
バ
ー
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。

保
護
者
の
自
の
届
か
な
い
所

…
で
子
ど
も
の
ひ
と
り
遊
び
は
さ

せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
出
会
い
系
ザ
イ
ト
を
利

一
周
し
た
援
助
交
際
の
勧

一
誘
は
犯
罪
で
す

「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」
を
規

…
制
す
る
法
律
が
九
月
十
三
日
か

…
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」
に
関

日
係
す
る
犯
罪
か
ら
児
童
を
守
り
、

…
児
童
が
健
全
に
成
長
で
き
る
環

…
境
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

十
八
歳
未
満
の
児
童
の
皆
さ

…
ん
は
、
「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」
を

日
絶
対
に
利
用
し
な
い
よ
う
に
し

i
地
域
の
皆
さ
ん
へ

i

…
ま
し
ょ
う
。

。
子
ど
も
が
暗
く
な
る
ま
で
遊

ん
で
い
た
ら
家
に
帰
る
よ
う

に
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。

。
不
審
な
人
物
や
車
を
見
か
け

た
ら
「
何
の
ご
用
で
す
か
?
」

と
ひ
と
声
を
か
け
た
り
警
察

に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

。
子
ど
も
が
助
け
を
求
め
て
き

た
ら
す
ぐ
に
一
一

O
番
を
し

大
洲
警
察
署
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発見!感動 lふれあいデー

指費艇が変わります

展示コーナー (10時-16時)

。写真展 (4関係団体より出展)
@華道展 (1世峨御流)

0陶芸展(陶芸愛好会2団体)
O繭玉・皮細工作品出
O-f作り作品展
。大洲城関係品展示他

1¥)-"26日も展示しています

星空観察会

公夜8s寺~明け方まで
す参加希望の方(前日24"までに)

女先着50名まで受付(宿泊可)

出庖コーナー (11時一15時)
。焼きそば・巻きずし・梅川ま

んじゅう・海産物・野菜・花

苗など販売がありますこ

平成15年10月25日(土)
-26日(日}

独立行政法人国立古
年の家

国立大洲青年の家

とき

ところ

J68 (日)ブ口タラム

少年サッカ一大会

9時~開会式
グランド

レクバレーボール大会

9時~閉会式
体育館

テニス大会

9時~閉会式
テニスコート

一般の方、参加者募集中!

詳しくはお問い合わせ下さい。

エアロビクス講習会

10時(予定)-

武道場

11時

12時

13s寺

項目l改正のあらまし 適用開始時期

総額表示の課税事業者が取引の相子方である 平成16年4月I

義務付け 消費者に対して、商品等の販売、 日から適用

(役務の瞳附取引を行うに際

し、あらかじめその取引価格を表

示する場合には、消費税額(含む

地方消費税額)を含めた価格を表

示するごとが義務付けられます

簡易吋!一制度を適用ずることが

度の適用 きる基準期間(※)における課

げ 2憶円)に引きドげられます)

lM剛志ら
事業者免税納税義務が免除される基準期間事業年度がl年

点の引き下(※)における課税売上高の上限である法人につ

lデ が1，蜘Jドj(現行3，00川1)に!いては平成市

引き下げられます。 月決算分から)

※基準期間とは、個人事業者についてはその年の前々年をいい、
事業年度が1年である法人についてはその事業年度の前々事
業年度をいいます。したが、って、個人事業者の平成17年分
の基準期間は平成15年分、事業年度が1年である法人の平成
17年3月決算分の基準期間は平成15年3月決算分となります。

(注)この他に、中間申告の申告・納付回数、課税則問の特例
が改正されています。
お分かりにならない点や更に詳しくお知りになりたいこ
とがありましたら大洲税務署(電話0893-24-3115)又は税
金相談電詰(0893-24-3635) まで。

お

隼ひ整

理とis
議事
えーF
まる
す

お‘

突
然
、
あ
な
た
の
家
庭
や
職
場

で
け
が
人
や
病
人
が
発
生
し
た
ら

・
:
呼
販
が
止
ま
っ
た
・
脈
が
触
れ

な
い
・
出
血
が
止
ま
ら
な
い
。
こ

の
よ
う
な
時
、
そ
の
場
に
居
合
わ

せ
た
あ
な
た
の
応
急
手
当
が
愛
す

る
生
命
を
救
う
た
め
に
大
き
く
役

に
ウ
一
ち
ま
す
の

川
上
支
署
で
は
、
次
の
日
程
で

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
こ
の
日
程
以
外
で
も
受

講
を
希
望
の
方
は
お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。

25日(土)云面瓦吾瓦寸
共催事業

第 7回大洲市科学体験フェス

ティパル同時開催

(10時-16時)
パフォーマンスコーナー

10時大洲児童合唱団
大正琴演奏(平琴の会)

大洲スポーツダンス愛

好会
民謡(愛媛民謡同好会)

愛媛警察音楽隊演奏

愛媛大学マジッククラブ

大洲高校ブラスパンド

演奏

体験コーナー (11時一15時)
Oスポーツクライミング
0仁佐凧作り
。ストーンアート

O茶道
昼食バイキング (25H・26日
の両日)

好評につき、お一人様500円
(予約なしでもご利用できま

す)11時-14日、Iの間

講
習
日
程

平
成
十
五
年十
一
月
十
一
日
(
火
)

平
成
十
六
年
一
月
十
三
日
(
火
)

平
成
卜
六
年
三
月
九
日
(
火
)

時

間午
後
一
時
三
十
分
か
ら

午
後
川
時
三
十
分

場

所大
洲
消
防
岩
川
上
支
署
会
議
官
王

講
習
内
容

心
肺
蘇
生
法

ム
人
出
血
時
の
止
血

心
肺
蘇
生
法
の
手
順

議1①
の I

方

!惑見確何
じて五&，J信
て.の
関サ
L、ィ
てン
の
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インフォメーション
10 月 11 月

l 

2 消防非常召集

3 
4 健康相談

スポレク八幡浜地方大会 5 
6 

健康相談 7 

8 

9 
二杯谷の滝まつり

衆議院議員総選挙

心配ごと相談 ・行政相談
10 
心配ごと相談・人権相談 ・

行政相談

11 
村民運動会 12 

13 

献血 14 

15 

16 分館対抗レクバレー大会

17 

18 健康相談

健康・文化フェスァィパル 19 

20 

健康相談 ・金婚祝賀会 21 戦投者追悼式

22 

地方祭 :ニ嶋神社(二嶋) 23 中学校文化祭

地方祭:天神社 24 

25 

地方祭:春日神社 26 

地方祭:ー島神社(川崎) 27 

28 

人権のつどい 29 

セッ ト検診 (基本・胃・
30 
小学校学芸会

肺・大腸) !植松|

31 

み
権
教
育
…
、
以
抜
本
災
…一
川

「
世
間
体
意
識
に
つ
い
て
」

人
権
問
題
や
同
和
問
題
に
当
面

し
た
と
き
、
「
自
分
は
そ
ん
な
意

識
は
な
い
が
、
親
類
や
世
間
の
て

ま
え
が
あ
る
の
で
・
:
」
と
い
う
よ

う
な
言
い
方
を
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
「
世
間
に
笑
わ
れ
る
」

「そ
れ
で
は
、
世
間
が
許
さ
な
い
」

「
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
と
、

「世
間
」

か
ら
ひ
ど
い
目
に
あ
う
」
な
ど
、

「
世
間
」
に
対
す
る
考
え
方
は
生

活
の
中
に
潜
在
し
て
い
ま
す
。

で
は
、
「
世
間
」
と
は
、

一
体、

何
の
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ

は
、
日
本
独
持
の
言
葉
で
、
外
国

語
に
は
翻
訳
し
に
く
い
そ
う
で

す
。
学
者
の
説
明
で
は
、

「個
人
」

と
「
社
会
」
の
聞
に
は
、
も
う
ひ

と
つ
の
大
き
な
媒
介
項
が
あ

っ

て
、
そ
れ
が
「
世
間
」
と
い
う
も

の
だ
そ
う
で
す
が
、
こ
の
シ
リ
ー

ズ
で
課
題
と
し
た
い
こ
と
は
、
人

権
・
同
和
問
題
の
な
か
で
は
、

「親
類
や
世
間
」
は
、
カ
ク
レ
ミ

ノ
で
実
は
自
分
自
身
の
偏
見
、
独

断、

差
別
心
が
そ
の
底
に
潜
ん
で

い
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
「
世
間
の
意
見
」
と
す
り
か

え
る
こ
と
で
責
任
を
の
が
れ
よ
う

と
す
る
姿
勢
が
あ
り
は
し
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、

「世
間
の
意
見
」
を
暗

黙
の
う
ち
に
ど
こ
か
で
、
肯
定
す

る
地
域
、
職
場
の
人
間
関
係
が
あ

り
は
し
な
い
か
自
己
点
検
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

私
た
ち
に
、
今
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
、
世
間
に
し
ば
ら
れ
な

い
自
己
の
生
き
方
を
確
立
す
る
こ

と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
、
人
権

問
題
や
同
和
問
題
の
解
決
に
つ
な

が
る
と
考
え
ま
す
。

一Ti
t
i

足
T
i
j
}爪申

J

・

(

遺

作

)

判

開

七

十

余

年

日

毎

眺

め

し

高

森

山

仲

間

青

き

山

な

み

今

も

蛮

ら

じ

清

水

孝

仲

付

雨

止

み

て

う

す

陽

さ

し

た

る

霧

の

中

-

仲

ま

ぶ

し

く

見

ゆ

る

七

色

の

虹

清

水

菊

江

制

州

栗

山

に

接

木

の

支

柱

立

て

な

が

ら

仲

間

夏

鴬

の

さ

え

ず

り

を

聞

く

苔

本

義

隆

伸

判

暮

れ

な

ず

む

川

面

に

添

い

て

数

匹

の

桝

付

蛍

飛

ひ

斐

う

山

町

の

里

谷

本

愛

子

制

仲

お

使

い

も

野

菜

運

ひ

も

マ

イ

ピ

ア

は

仲

附

今

で

は

大

事

な

手

足

と

な

り

ぬ

山

本

力

シ

子

仲

や

や
ら
い

ベ

制

無

残

な

リ

夜

来

の

雨

に

色

あ

せ

し

州

付

小

で

ま

り

の

花

見

る

か

げ

も

な

し

増

本

喜

久

男

州

特

長

い

梅

雨

明

け

た

と

た

ん

に

戻

り

梅

雨

付

州

秋

の

実

り

が

ま

た

気

に

か

か

る

岡

崎

慶

磨

巴

仲

桝

霧

も

え

し

朝

の

城

山

仰

ぎ

み

て

-

判

思

い

出

ず

る

は

亡

父

亡

母

の

こ

と

山

本

万

亀

子

…

町

村

(

清

水

孝

氏

を

悼

む

)

判

州
君
の
家
に
た
ず
ね
て

=
佼

語

り

た

き

仲

4

ゅ

ト

附

夢

は

か

な

わ

ず

君

逝

き

給

う

(戸

田

)

仲

i
p
y
z
-
7
7
申告
Z
V
土
Z
T
T
Z
-
主
+
H
4
1
T
T
T
T
T
T
T
T
T
Z2T
Z
I
T
T
申L
I
T
Z
Z
T
T
Z
Z
T
T
2
3
T
Z
Z
T
5
7
2
4
2
Z

至自

15 15 

9 7 

10 11 

大
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

清

水

孝

(

日

除

)

幻
歳

山
崎

贋
吉
(
神
納
)
九
歳

松
本
シ
ヅ
子
(
用
ノ
山
)
侃
歳

W

洞
自
ω

⑨ 女
山お
本誕
生
じ;ぉ
海み め
(で
天と
つ

神
)
制

抑

釧

H14.9.1現 1，343(ム 23)

H13. 9.1現 1，367(ム 47)

H12. 9.1現 1，376(ム 56)

H11. 9.1現 1，385(ム 65)

H10. 9.1現 1，406(ム 86)

人のうごき
(平成15年9月l日現在)

世帯数 532戸

男子 642人
女 子 678人
計 1，320人

⑬
森
川
慨
'P
駅

(
下
大
成
)
即

時

制


